
森っこサンちゃんクラブ
「川の魅力を感じる体験」

　
ア
レ
チ
ウ
リ
は
、
繁
殖
力
が
と
て

も
強
く
、
在
来
植
物
の
生
育
場
所
を

奪
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
お
そ
れ
の
あ

る
外
来
植
物
で
す
。
市
の
生
物
多
様

性
の
保
全
を
進
め
る
た
め
に
、
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
養
沢
川
に
入
り
、
生
き
物
を
探

し
、
触
れ
合
う
こ
と
で
川
の
魅
力
を

体
で
感
じ
る
体
験
を
し
ま
す
。
ド
ラ

ム
缶
風
呂
を
自
分
た
ち
で
沸
か
し
て

　
ア
レ
チ
ウ
リ
を
見
た
際
は
、
繁
殖

場
所
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

管
理
さ
れ
て
い
る
土
地
に
生
え
て
い

る
場
合
は
、
除
草
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
特
徴
　
河
原
な
ど
で
、
他
の
植
物

　
に
巻
き
つ
い
て
伸
び
る
つ
る
植
物

　
で
す
。
葉
は
キ
ュ
ウ
リ
に
似
て
い

　
て
、
９
月
ご
ろ
、
ト
ゲ
に
覆
わ
れ

　
た
緑
色
の
実
が
か
た
ま
っ
て
つ
き

　
ま
す
。
実
が
で
き
る
前
に
、
根
ご

　
と
引
き
抜
く
か
、
地
際
か
ら
刈
り

　
取
っ
て
駆
除
す
る
必
要
が
あ
り
ま

　
す
。

冷
え
た
体
を
温
め
ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
26
日
㈰
　
午
前
10
時

　
〜
午
後
３
時
頃

▽
場
所
　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験

　
学
校

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
校
１
年

　
生
か
ら
３
年
生
ま
で

▽
定
員
　
10
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
チ
ラ
シ
兼
申
込
書
配
置
場
所
　
環

　
境
政
策
課
︵
五
日
市
出
張
所
︶
、

　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
、

　
生
活
環
境
課
、
中
央
図
書
館
、
東

　
部
図
書
館
エ
ル
、
五
日
市
図
書
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
主
催
　
小
宮
ふ
る
さ
と
自
然
体
験

　
学
校

▽
申
込
み
方
法
　
８
月
23
日
㈭
︵
必

　
着
︶
ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
の
上
、
送
付
す
る
か
直

　
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課

　
環
境
の
森
推
進
係
︵
〒
１
９
０
ー

　
０
１
６
４
　
五
日
市
４
１
１
、
☎

　
５
９
５
・
１
１
２
０
︶

　
河
川
の
生
態
系
を
守
る
た
め
に
、

ア
レ
チ
ウ
リ
の
除
草
を
行
い
ま
す
。

種
を
付
け
る
前
を
ね
ら
っ
て
、
手
や

鎌
な
ど
で
手
繰
り
寄
せ
て
除
去
す
る

作
業
で
す
。
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
９
月
８
日
㈯
　
午
前
10
時

　
〜
正
午
︵
小
雨
実
施
︶

▽
場
所
　
市
民
プ
ー
ル
対
岸
の
平
井

　
川
左
岸
遊
歩
道
︵
集
合
・
解
散
︶

▽
対
象
　
小
学
生
以
上

▽
申
込
み
方
法
　
８
月
30
日
㈭
ま
で

　
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
い
。

※
申
込
み
後
、
詳
し
い
案
内
を
送
付

　
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課

　
環
境
政
策
係
︵
☎
５
９
５
・
１
１

　
１
０
︶

　
平
成
29
年
度
に
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

五
日
市
に
招
へ
い
し
た
若
手
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
作
品
を
中
央
図
書
館
で
展

示
し
ま
す
。

▽
期
間
　
８
月
22
日
㈬
〜
９
月
５
日

　
㈬

▽
場
所
　
中
央
図
書
館

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
推
進
課
生
涯

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
方
式
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、

バ
ク
テ
リ
ア
の
力
で
生
ご
み
を
水
分

と
炭
酸
ガ
ス
に
分
解
す
る
も
の
で
す
。

生
ご
み
を
毎
日
入
れ
て
も
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
の
中
の
量
は
ほ
と
ん
ど
増
え
ま

せ
ん
。
毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し
た
手
間

で
生
ご
み
が
減
量
で
き
ま
す
。
生
ご

み
を
数
か
月
投
入
し
た
後
は
、
約
１

　
学
習
係
︵
直
通
５
５
８
・
２
４
３

　
８
︶

か
月
で
堆
肥
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
Ｅ
Ｍ
菌
生
ご
み
処
理
容
器
は

有
効
な
微
生
物
群
を
利
用
し
、
生
ご

み
を
堆
肥
化
す
る
も
の
で
す
。

▽
日
時
　
８
月
30
日
㈭
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
２
時
30
分

▽
場
所
　
市
役
所
５
階
５
０
５
会
議

　
室

▽
講
師
　
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
方

▽
定
員
　
10
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
そ
の
他

　●

講
習
会
終
了
後
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
方

　
式
コ
ン
ポ
ス
ト
の
材
料
キ
ッ
ト

　
︵
み
か
ん
箱
程
度
の
大
き
さ
︶
を

　
お
渡
し
し
ま
す
︵
年
度
ご
と
に
１

　
世
帯
１
個
︶
。

　●

Ｅ
Ｍ
菌
生
ご
み
処
理
容
器
貸
与
希

　
望
の
方
は
、
は
ん
こ
を
お
持
ち
く

　
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
生
活
環
境
課

　
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
で
は
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
で
、
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
に
気
軽
に
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
29
日
㈬
　
午
後
０
時

　
10
分 

︵
30
分
間
︶

▽
場
所
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
エ
ン

　
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

▽
出
演
　E

X
C

E
E

D

　T
H

E

　B
E

　A
T

S

▽
曲
目
　
剣
の
舞
、
ア
フ
リ
カ
ン
ブ

　
ル
ー
ス
な
ど

▽
観
覧
方
法
　
自
由
入
場
︵
無
料
︶

※
状
況
で
、
入
場
制
限
す
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

　
︵
☎
５
５
９
・
７
５
０
０
︶

（５）　平成30年（2018年）８月15日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

繁
殖
場
所
を

　
　
　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

ア
レ
チ
ウ
リ
除
去
作
戦

　
〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〜

ア
レ
チ
ウ
リ
の
除
去
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
五
日
市

　
　
　
招
へ
い
者
版
画
作
品
展

生
ご
み
処
理
堆
肥
化
講
習
会

秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
コ
ン
サ
ー
ト

森林レンジャーがゆく森林レンジャーがゆく

いたずらクマの森いたずらクマの森 （83）

　最近、西多摩でのツキノワグマの目

撃情報が増えています。しかし、不思

議なことに市内では、目立った目撃情

報はありません。市内にも爪痕やフン

などの痕跡が数多く見られることか

ら、間違いなく生息しています。その

ため、都では、毎年７月、８月に市内

の山林にも複数台のセンサーカメラを

設置してツキノワグマの生息調査を行

っています。

　私が設置したセンサーカメラにも毎

年のようにツキノワグマの姿が写りま

す。今年も、山林内に設置したセンサ

ーカメラにクマの姿が写りました。こ

のクマは、成獣というには少し小型

で、その行動にも子どもっぽさが見ら

れます。カメラを見つけて興味を持っ

たのか、背伸びをして鼻を突き上げカ

メラの臭いをかいでいる鼻先だけが写

っていました。また、別の時には、カ

メラの画角ギリギリの所を走り抜けチ

ラッと後姿を見せたりします。どう

も、いたずら好きのクマのようで、カ

メラにチラッと写ることを楽しんで、

こちらをもてあそんでいるような気が

します。ツキノワグマは、特定のテリ

トリーを持たずに採食のため行動範囲

を広くとるといわれています。この場

所では、３月14日、５月７日に撮影

されました。複数のフンなども確認さ

れたことから、１か月半以上の間、こ

の周辺でウロウロしていたといえます。

このことから、この森には、ツキノワ

グマがある程度の期間を採食して過ご

せる「豊かさ」があることが分かりま

す。この豊かさがあるため、ツキノワ

グマは人里で人に遭遇することなく森

の中で暮らしていけると想像していま

す。では、どのような森が「豊か」と

いえるのか？まだまだ分らないことが

たくさんあります。単純に生物多様性

という言葉では、表現できない森の姿

があります。ツキノワグマ、ニホンジ

カ、ニホンカモシカなどの大型動物が

自由に行動できる森の姿は、林床が藪

で多様な草木が繁茂する所とは違うよ

うに思えてなりません。（杉野）

小さな子どものためのおさんぽ会

　戸倉しろやまテラスから、山
あいの集落を通ってゆっくり川
原まで歩きます。清流を間近に
見て、触れて、秋川上流部の豊
かな自然に親しみましょう。
○日時　９月９日㈰　午前10
　時～11時30分
○場所　戸倉しろやまテラス
○対象　市内在住の子どもとそ
　の保護者（未就学児向けの内
　容です）
○定員　10組（申込み順）
○持ち物など　飲み物、おや
　つ、雨具、長袖、長ズボン、
　帽子、歩きやすい靴
○費用　１人50円（保険代含む）
○その他　終了後、昼食会をし
　ます。おさんぽ会の感想や子
　どもの様子など、参加者の皆
　さんでおしゃべりしませんか

　（参加できる方は弁当をお持
　ちください）。
※雨天や増水の場合は、内容を
　変更して開催します。
※詳しくは、市ホームページを
　ご覧ください（ホームページ
　のサイト内検索で「おさん
　ぽ」と入力）。
○申込み方法　９月４日㈫まで
　に電話で申し込んでください。
○企画・運営　あきる野市環境
　委員会森のようちえん部会
○申込み・問合せ　環境政策課
　環境政策係（☎５９５・１１
　１０）

やぶ

画角ギリギリを走り抜けるクマの姿画角ギリギリを走り抜けるクマの姿


